
政
府
・
与
党
は
６
日
、
首
相
官
邸

で
社
会
保
障
改
革
本
部
を
開
き
、
消

費
税
率
を
２
０
１
４
年
４
月
に
８
％
、

１
５
年
１
０
月
に
１
０
％
へ
引
き
上

げ
る
こ
と
を
柱
と
す
る
「
社
会
保
障

と
税
の
一
体
改
革
」
の
素
案
を
正
式

決
定
し
ま
し
た
。
民
主
党
自
身
が
政

権
公
約
で
衆
院
議
員
の
任
期
中
は
行

わ
な
い
と
し
て
い
た
消
費
税
増
税
に
、

社
会
保
障
の
連
続
改
悪
と
一
体
で
踏

み
出
し
ま
し
た
。
加
え
て
消
費
税
増

税
の
前
提
と
し
て
衆
院
議
員
定
数
の

削
減
な
ど
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

暮
ら
し
、
経
済
、
財
政
も
民
主
主
義

も
壊
す
も
の
だ
と
各
界
か
ら
厳
し
い

批
判
の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

△

△

△

政
府
は
素
案
を
６
日
の
閣
議
に
報

告
。
首
相
は
同
日
の
政
府
・
民
主
三

役
会
議
で
与
野
党
協
議
の
進
め
方
な

ど
を
検
討
し
ま
し
た
。
野
田
佳
彦
首

相
は
来
週
中
に
野
党
に
協
議
を
呼
び

掛
け
、
消
費
増
税
を
含
む
関
連
法
案

を
年
度
内
に
通
常
国
会
に
提
出
す
る

方
針
で
す
。
野
党
は
協
議
に
応
じ
な

い
構
え
で
す
。

素
案
は
、
低
所
得
者
ほ
ど
負
担
が

重
い
“
福
祉
破
壊
税
”
で
あ
る
消
費

税
を
「
社
会
保
障
の
安
定
財
源
と
し

て
ふ
さ
わ
し
い
」
な
ど
と
持
ち
上
げ

ま
し
た
。
そ
の
上
で
国
の
消
費
税
収

全
額
を
、
年
金
や
医
療
、
介
護
、
少

子
化
対
策
の
社
会
保
障
費
に
充
て
る

と
表
明
。
今
後
５
年
を
め
ど
に
次
の

増
税
に
向
け
た
法
整
備
を
行
う
よ
う

消
費
増
税
法
案
の
付
則
に
書
き
込
む

こ
と
で
、
さ
ら
に
税
率
を
引
き
上
げ
る
方
向
も

示
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
低
所
得
者
対
策
」
と
い
い
つ
つ
、
食

料
品
な
ど
の
軽
減
税
率
の
導
入
は
見
送
り
、
所

得
税
額
か
ら
消
費
税
負
担
相
当
額
を
控
除
し
た

り
、
現
金
を
給
付
し
た
り
す
る
「
給
付
付
き
税

額
控
除
」
な
ど
の
検
討
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

経
済
を
さ
ら
に
悪
化
さ
せ
る
と
の
批
判
を
受

け
、
経
済
状
況
次
第
で
増
税
を
停
止
で
き
る

「
景
気
条
項
」
を
設
け
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

所
得
税
の
最
高
税
率
を
現
行
４
０
％
か
ら
４
５

％
に
引
き
上
げ
る
こ
と
も
盛
り
込
み
ま
し
た
。

社
会
保
障
分
野
で
は
、
物
価
下
落
を
理
由
に

年
金
支
給
額
を
引
き
下
げ
る
こ
と
や
、
７
０
〜

７
４
歳
の
医
療
費
患
者
負
担
の
増
額
を
検
討
し

て
お
り
、
消
費
税
大
増
税
と
社
会
保
障
改
悪
の

「
一
体
改
悪
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

消
費
税
率
引
き
上
げ
に
向
け
て
「
国
民
の
納

得
と
信
頼
を
得
る
た
め
」
と
の
口
実
で
衆
院
議

員
定
数
を
８
０
削
減
す
る
法
案
を
早
期
に
国
会

に
提
出
し
、
成
立
さ
せ
る
方
針
も
掲
げ
ま
し
た
。

２
０
１
２
年
１
月
７
日(

土)

野
田
佳
彦
首
相
は
７
日
ま
で
に
、
参
院
で
問

責
決
議
を
受
け
た
一
川
保
夫
防
衛
相
と
山
岡
賢

次
消
費
者
担
当
相
の
交
代
を
含
む
内
閣
改
造
を
、

２
４
日
と
な
る
見
通
し
の
通
常
国
会
召
集
前
に

行
う
方
向
で
調
整
に
入
り
ま
し
た
。
早
け
れ
ば

来
週
１
３
日
に
も
実
施
す
る
案
が
浮
上
し
て
い

ま
す
。

政
府
・
民
主
党
と
し
て
は
、
両
閣
僚
を
続
投

さ
せ
た
場
合
、
自
民
党
な
ど
が
審
議
を
拒
否
し
、

国
会
冒
頭
か
ら
混
乱
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
判

断
。
週
明
け
に
も
呼
び
か
け
る
消
費
税
増
税
を

柱
と
し
た
「
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
」
の

政
党
間
協
議
に
野
党
側
を
引
き
込
む
た
め
に
も
、

召
集
前
に
両
閣
僚
を
交
代
さ
せ
よ
う
と
い
う
思

惑
で
す
。

当
面
の
政
治
日
程
に
関
し
藤
村
修
官
房
長
官

は
、
１
３
日
の
閣
議
に
は
全
閣
僚
が
出
席
す
る

よ
う
指
示
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
一
川
防

衛
相
は
１
１
〜
１
３
日
の
日
程
で
予
定
し
て
い

た
モ
ン
ゴ
ル
訪
問
日
程
を
９
〜
１
２
日
に
前
倒

し
し
、
古
川
元
久
経
済
財
政
担
当
相
も
１
１
〜

１
５
日
の
米
国
訪
問
を
取
り
や
め
、
他
の
複
数

の
閣
僚
も
外
遊
日
程
の
変
更
を
検
討
す
る
な
ど
、

１
３
日
を
軸
に
し
た
動
き
と
な
っ
て
い
ま
す
。

１
３
日
に
は
衆
参
両
院
の
議
院
運
営
委
員
会

が
開
か
れ
、
政
府
側
が
国
会
召
集
日
を
正
式
に

伝
達
す
る
予
定
。
首
相
周
辺
は
６
日
、「
こ
の
段

階
で
改
造
が
あ
る
か
ど
う
か
は
っ
き
り
さ
せ
て

お
く
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。
こ
の
た

め
政
府
・
民
主
党
内
で
は
、
早
け
れ
ば
１
３
日

中
か
、
民
主
党
大
会
（
１
６
日
）
直
後
の
１
７

日
に
首
相
が
改
造
を
断
行
す
る
と
の
見
方
が
浮

上
し
て
い
ま
す
。

内
閣
改
造
に
併
せ
、
野
田

首
相
は
民
主
党
役
員
人
事
も

検
討
し
て
お
り
、
平
野
博
文

国
対
委
員
長
を
閣
僚
に
横
滑

り
さ
せ
る
案
な
ど
が
取
り
沙

汰
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
１
２
年
１
月
８
日(

日)
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東
日
本
地
震
へ
の

救
援
募
金
に
ご
協
力
を

日
本
共
産
党
は
被
災
者
の
救
済
・
支
援
の

た
め
に
、
救
援
募
金
を
呼
び
か
け
て
き
ま
し

た
。
１
２
億
円
超
え
る
義
援
金
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
引
き
続
き
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま

す
。

【
郵
便
振
替
口
座
】

０
０
１
７
０
ー
７
ー
９
８
４
２
２

名
義
は
、
日
本
共
産
党
中
央
委
員
会
で
す
。

送
金
い
た
だ
く
場
合
は
、
振
替
用
紙
の
通
信

欄
に
、
か
な
ら
ず
、｢

地
震
救
援
募
金｣

で
あ

る
事
を
明
記
し
て
下
さ
い
。
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

年
金
支
給
額
を
引
き
下
げ
、

衆
院
議
員
定
数
を
８
０
削
減

政
府
・
民
主

公
約
破
る
暴
走

「
一
体
改
革
」
素
案
を
決
定

お
そ
い
か
か
る
負
担
増

７
５
歳
以
上
の
夫
婦
世
帯
の
負
担
増
・
給
付

減
（
妻
は
基
礎
年
金
満
額
、
夫
は
厚
生
年
金
で

年
額
１
６
０
万
円
、
年
収
計
約
２
３
９
万
＝
月

約
２
０
万
円
、
東
京
・
品
川
区
在
住
で
試
算
、

所
得
税
・
住
民
税
非
課
税
）

●
６
月
か
ら
年
金
・
年
７
２
０
０
円
減
、
物
価

下
落
分
（
０
．
３
％
）
減
額
。

●
１
０
月
か
ら
保
険
料
・
年
１
万
１
０
０
０
円

増
。
後
期
高
齢
者
医
療
と
介
護
保
険
料
引
き

上
げ
。

●
１
２
月
か
ら

年
金
・
年
２
万
１
６
０
０
円

減

「
特
例
水
準
」
解
消
に
よ
る
減
額
（
０
．

９
％
）

計
月
３
３
０
０
円
・
年
約
４
万
円

の
負
担
増
。
２
０
１
４
年
４
月
か
ら
消
費
税

８
％
、
年
５
万
円
の
負
担
増
。
２
０
１
５
年

１
０
月
か
ら
消
費
税
１
０
％
、
年
３
３
万
円

の
負
担
増
。
現
役
世
代
の
負
担
増
（
年
間
）
。

●
子
ど
も
手
当

２
月
支
給
分
（
昨
年
１
０
〜

１
月
分
）
多
数
の
世
帯
で
減
額
。

●
協
会
け
ん
ぽ
保
険
料

４
月
分
か
ら
料
率
０
．

５
％
、
年
収
３
７
５
万
円
の
人
で
９
４
０
０

円
（
本
人
分
）
負
担
増
。

●
国
民
健
康
保
険
料

４
月
分
か
ら

東
京
２

３
区
の
検
討
案
＝
給
与
所
得
者
２
人
世
帯

（
年
収
３
０
０
万
円
）
で
７
３
７
３
円
負
担
増
。

●
住
民
税
の
年
少
扶
養
控
除
廃
止
、
１
６
〜
１

８
歳
の
特
定
扶
養
控
除
縮
小
に
よ
る
増
税
６

月
給
与
か
ら
。

●
厚
生
年
金
保
険
料

１
０
月
か
ら
０
．
３
５

４
％
、
年
収
３
７
５
万
円
の
人
で
１
万
３
２

７
５
円
（
労
使
折
半
）
負
担
増
。

●
復
興
増
税

来
年
１
月
か
ら
所
得
税
に
納
税

額
の
２
．
１
％
上
乗
せ
。

内
閣
改
造

国
会
召
集
前
に
調
整

消 費 税 １５ 年１０ 月 に１０％



「
修
二
会
」

数
日
前
、
私
は
親
友
と
又
、

長
年
の
友
人
で
も
あ
る
三
宅

町
在
住
の
写
真
家
、
寺
尾
正

義
氏
と
三
人
で
食
事
を
す
る

機
会
が
あ
っ
た
。

彼
は
７
０
歳
を
超
え
、
最

近
体
調
を
崩
し
た
為
、
以
前

の
よ
う
に
全
国
を
走
り
回
る

事
は
出
来
な
い
が
、
各
地
の

風
景
や
祭
り
な
ど
素
晴
ら
し

い
写
真
を
撮
っ
て
い
る
。
自

宅
に
伺
う
と
数
多
い
写
真
の

中
で
私
の
気
に
入
っ
た
の
を

パ
ソ
コ
ン
で
プ
リ
ン
ト
ア
ウ

ト
し
て
下
さ
り
、
私
の
部
屋

は
ま
る
で
写
真
展
の
様
に
な
っ

て
き
て
い
る
。

海
か
ら
の
日
の
出
、
藁
ぶ

き
屋
根
と
柿
、
水
田
に
映
る

ア
ル
プ
ス
の
山
々
な
ど
、
あ

た
か
も
旅
を
し
て
い
る
気
に

さ
せ
て
く
れ
る
。
中
で
も
二

〇
〇
四
年
に
発
行
さ
れ
た

「
東
大
寺
『
お
水
取
り
』
」

と
い
う
彼
の
写
真
集
は
「
お

水
取
り
」
を
２
５
年
間
撮
り

続
け
た
物
の
ま
と
め
で
、
行

の
始
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
撮

ら
れ
て
お
り
流
れ
が
よ
く
わ

か
る
。
奈
良
に
居
な
が
ら
一

度
も
見
た
こ
と
の
な
い
私
だ

が
、
実
際
よ
り
も
迫
力
は
数

倍
、
い
や
数
十
倍
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
言
え
る
。

さ
だ
ま
さ
し
さ
ん
の
「
修

二
会
」
と
い
う
歌
は
「
春
寒

の
弥
生

三
月
花
ま
だ
き
・
・

こ
こ
は
東
大
寺

足
早
に
ゆ

く
人
垣
の
・
・
誰
と
な
く
つ

ぶ
や
く
南
無
観
世
音

折
か

ら
名
残
り
雪
」
こ
の
歌
は
文

学
的
な
歌
詞
だ
が
ギ
タ
ー
の

弦
が
切
れ
そ
う
な
く
ら
い
激

し
い
リ
ズ
ム
で
、
こ
の
写
真

集
と
重
ね
る
と
本
当
に
こ
の

行
の
凄
さ
と
迫
力
が
体
に
伝

わ
っ
て
来
る
。
「
水
取
り
や

こ
も
り

の
僧

の
沓
の

音

芭
蕉
」

田
原
本

町
議

会
議
員

森

良
子

「
東
京
ロ
ー
ズ
」

戦
争
の
花
「
東
京
ロ
ー
ズ
」

と
い
う
の
が
１
月
３
日
に
放

映
さ
れ
、
聴
収
し
た
。

「
東
京
ロ
ー
ズ
」
と
は
、
大

平
洋
戦
争
中
に
「
ラ
ジ
オ
・

ト
ウ
キ
ョ
ウ
放
送(

現
在
の

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ワ
ー
ル
ド
・
ラ
ジ
オ

日
本)

で
連
合
軍
向
け
ブ
ロ

パ
ガ
ン
ダ
放
送
を
し
て
い
た

女
性
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
事
で

す
。女

性
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
６
名

中
の
一
人
、
ア
イ
バ
・
戸
栗
・

ダ
キ
ノ
さ
ん(

日
系
ア
メ
リ

カ
人
）
が
、
連
合
軍
の
戦
意

を
な
く
す
る
放
送
を
し
た
と

い
う
こ
と
で
戦
後
ア
メ
リ
カ

の
裁
判
に
か
け
ら
れ
、
「
反

逆
罪
」
で
起
訴
。
白
人
の
陪

審
委
員
１
２
名
全
員
の
賛
成

で
有
罪
が
確
定
。
禁
固
１
０

年
、
罰
金
１
万
ド
ル
、
ア
メ

リ
カ
国
籍
は
く
奪
な
ど
が
言

い
渡
さ
れ
、
女
性
と
し
て
史

上
初
の
国
家
反
逆
罪
と
な
っ

た
。６

年
２
か
月
服
役
後
、
模

範
因
と
し
て
釈
放
さ
れ
た
と

い
う
事
件
で
あ
る
。

人
種
差
別
が
合
憲
と
さ
れ

て
い
た
当
時
の
ア
メ
リ
カ
で

は
、
裁
判
陪
審
員
に
問
題
が

あ
る
な
ど
終
始
人
種
的
偏
見

が
満
ち
た
も
の
で
あ
っ
た
た

め
、
１
９
７
０
年
代
に
全
米

日
系
ア
メ
リ
カ
人
市
民
協
会

や
在
郷
軍
人
た
ち
に
よ
る
支

援
活
動
が
実
り
、
有
罪
判
決

は
疑
問
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。ア

イ
バ
・
戸
栗
・
ダ
キ
ノ

さ
ん
は
、
１
９
７
７
年
１
月

１
９
日
に
フ
ォ
ー
ド
大
統
領

に
よ
る
恩
赦
で
ア
メ
リ
カ
国

籍
を
回
復
し
、
シ
カ
ゴ
に
転

居
し
、
父
の
創
業
し
た
輸
入

雑
貨
店
で
晩
年
ま
で
働
き
、

２
０
０
６
年
９
月
に
脳
卒
中

で
死
去
さ
れ
た
。

現
在
の
日
本
の
裁
判
で
も

「
冤
罪
」
が
作
ら
れ
て
い
る

が
、
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
の
裁

判
で
も
「
冤
罪
」
が
作
ら
て

い
た
こ
と
を
示
す
一
例
で
あ

る
。

三
宅
町

池
田

年
夫

中
学
校
の
給
食
に
つ

い
て今

年
の
最
初
の
テ
ー
マ
に

中
学
校
の
給
食
を
取
上
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。

本
町
教
育
委
員
会
は
、

「
親
子
の
繋
が
り
を
大
切
に

す
る
愛
情
の
こ
も
っ
た
弁
当

を
学
校
給
食
と
す
る
の
が
適

当
」
と
決
め
て
お
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
た
く
さ
ん
の
議
員

か
ら
「
中
学
校
給
食
を
実
施

す
べ
し
」
と
い
う
提
案
が
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
受
け
て
、

今
年
度
の
４
月
か
ら
検
討
を

重
ね
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
中
に
は
「
給
食
が
良
い
の

か
、
セ
ン
タ
ー
方
式
が
良
い

の
か
、
弁
当
が
良
い
の
か
、

ど
れ
が
、
一
番
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
い
い
の
か
試
算
を

出
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

い
う
意
見
や
、
給
食
セ
ン
タ
ー

建
設
に
約
１
１
億
円
か
か
る

と
い
う
説
明
を
受
け
て
「
大

き
な
代
償
」
「
当
分
の
間
は

無
理
で
は
な
い
か
」
と
い
う

意
見
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

県
内
で
、
「
愛
情
弁
当
」

を
主
張
し
て
い
る
自
治
体
が

本
町
を
含
め
て
六
自
治
体
あ

る
そ
う
で
す
。
そ
の
内
、
先

の
十
二
月
議
会
で
奈
良
市
と

大
和
郡
山
市
は
行
政
側
か
ら

給
食
実
施
の
提
案
が
あ
り
ま

し
た
。

ま
た
、
広
陵
町
で
は
、
給

食
実
施
を
求
め
る
請
願
が
全

員
賛
成
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

残
る
は
、
大
和
高
田
市
と
安

堵
町
、
そ
し
て
本
町
だ
け
で

す
。
そ
ろ
そ
ろ
、
腹
を
く
く

る
時
期
で
す
。

田
原
本
町
議

会
議
員

吉
田

容
工

祝

成
人

９
日
の
成
人
の
日
に
は
、

全
国
で
多
く
の
市
町
村
が
祝

典
を
催
し
、
次
代
を
担
う
皆

さ
ん
の
門
出
を
祝
い
、
記
念

し
て
い
ま
し
た
ね
。
今
年
は
、

川
西
町
で
は
七
十
九
人
の
皆

さ
ん
が
そ
の
門
出
を
迎
え
ら

れ
ま
し
た
。

新
成
人
の
皆
さ
ん
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
も

丁
度
、
皆
さ
ん
が
育
っ
て
こ

ら
れ
た
こ
れ
ま
で
の
二
十
年

と
言
う
時
間
を
こ
の
町
の
議

会
議
員
と
し
て
費
や
し
て
お

り
ま
し
て
、
同
じ
時
間
を
共

有
し
た
者
の
一
人
と
し
て
も
、

心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま

す
。時

代
は
、
雇
用
情
勢
等
、

ど
こ
を
見
渡
し
て
も
非
常
に

厳
し
い
で
す
が
、
勿
論
、
皆

さ
ん
に
は
何
の
責
任
も
有
り

ま
せ
ん
。
経
済
の
動
向
も
、

雇
用
の
動
向
も
、
政
治
の
動

向
も
、
そ
の
時
代
を
生
き
る

全
て
の
皆
さ
ん
に
影
響
を
与

え
ま
す
。
そ
れ
が
悪
い
と
言

う
事
は
、
そ
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
が
間
違
っ
て
い
る
か
ら
に

他
な
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
営
み
は
、
決
し

て
自
然
発
生
的
に
起
こ
っ
て

い
る
物
で
は
有
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
変
わ
る
し
変
え
ら
れ

る
物
で
し
て
、
そ
れ
を
担
う

の
が
、
こ
れ
か
ら
主
権
者
と

し
て
歩
み
を
始
め
る
皆
さ
ん

一
人
一
人
で
す
。

さ
ぁ
、
皆
さ
ん
。
そ
の
権

能
を
存
分
に
発
揮
し
て
、
主

権
者
で
あ
る
皆
さ
ん
の
皆
さ

ん
に
よ
る
皆
さ
ん
の
為
の
世

を
是
非
築
い
て
下
さ
い
ね
。

共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

川
西
町
議

会
議
員

芝

和
也


